
シ ラ バ ス 

H21 用 

授 業 科 目 患者情報(H18～)・医療薬学総合演習(～H17) 

（英 文 名） Patient information・Medical pharmaceutics practice 

担 当 教 員 江藤精二、五郎丸剛 

単 位 数 (期別) 
△2(前)(H18～) 

・1(前)(～H17) 
対 象 学 生

４P(H18～) 

・４P(～H17) 

■授業のねらい・概要■ 

 本講義は、薬物治療に必要な情報を医療チームおよび患者に提供するために、医薬品情

報ならびに患者から得られる情報の収集、評価、加工などに関する基本的知識を修得し、

それらを活用するための基本的技能と態度を身につける。【C15（2）】 

■授業(学習)の到達目標■ 

個々の患者への適正な薬物治療に貢献できるようになるために、患者からの情報の収集、

評価に必要な基本的知識、技能、態度を修得する。 

■回数ごとの授業内容■ 

１  薬物治療に必要な患者基本情報（江藤） 11 患者、介護者とのインタビューからの患

者基本情報の収集、保険薬局（五郎丸）２  患者情報源の種類と違い（五郎丸） 

３  問題志向型システム（POS）、病院薬剤

師（江藤） 

12 患者情報による医薬品の効果および副

作用の評価と対処法、保険薬局（五郎丸）

４  問題志向型システム（POS）、保険薬局

薬剤師（五郎丸） 

13 SOAP などの形式による患者記録の作

成、保険薬局（五郎丸） 

５  薬歴、診療録、看護記録などからの患者

基本情報の収集①、診断情報（江藤） 

14 チーム医療において患者情報を共有す

ることの重要性（五郎丸） 

６  薬歴、診療録、看護記録などからの患者

基本情報の収集②、治療情報（江藤） 

15 患者情報の取扱いにおける守秘義務の

遵守と管理の重要性（江藤） 

７  患者、介護者とのインタビューからの患

者基本情報の収集、病院（江藤） 

 

８  SOAP などの形式による患者記録の 

作成、病院（江藤） 

 

９  患者情報による医薬品の効果および副

作用の評価と対処法、病院（江藤） 

 

10 薬歴、服薬指導記録などからの患者基本

情報の収集、保険薬局（五郎丸） 

 

■成績評価の方法・基準■ 

臨時試験並びに定期試験の成績によって評価する。 

■使用テキスト■ 

なし 

■参  考  書■ 

なし 

 

オフィス・アワー 

(授業内容等の質問・相談日) 

随時 


